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意
見
公
募
手
続
制
度

意
見
公
募
手
続
制
度

ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

彦
根
市
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
（
素
案
）

意
見
の
提
出
用
紙
は
、
各

公
開
場
所
に
あ
り
ま
す
。
ま
た

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
様
式
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見

な
ど
は
、
意
見
に
対
す
る
彦
根

市
の
考
え
方
と
と
も
に
整
理
し

た
上
で
、
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
公
表
し
ま
す
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見

に
対
し
て
、
個
別
に
回
答
は
し

ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

内
容　

彦
根
市
で
は
、
長
期
的
な

展
望
の
も
と
で
、
総
合
的
か
つ

計
画
的
な
行
政
の
運
営
を
図
る

た
め
の
指
針
を
定
め
て
、
そ
の

指
針
に
基
づ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
を
展
開
し
な
が
ら
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
　

現
在
は
、「
風
格
と
魅
力
あ
る

都
市
の
創
造
」
の
実
現
に
向
け

た
指
針
の
も
と
で
各
施
策
を
推

進
し
て
い
ま
す
が
、
前
期
基
本

計
画
は
平
成
27
年
度
で
計
画
期

間
が
終
了
し
ま
し
た
。

　
　

そ
こ
で
、
平
成
28
年
度
以
降

の
「
総
合
計
画 

後
期
基
本
計

画
」
の
策
定
に
向
け
、
そ
の
素

案
に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
の
ご
意
見
を
募
集
す
る
も
の

で
す
。

素
案
の
公
開
場
所　

企
画
課（
市

役
所
４
階
）、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

（
市
役
所
１
階
）、
支
所
、
各
出
張
所
、

彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

素
案
の
公
開
期
間　

５
月
16
日
㈪

〜
６
月
16
日
㈭

意
見
の
提
出
期
間　

５
月
16
日
㈪

〜
６
月
16
日
㈭
（
提
出
は
最
終
日

必
着
）

提
出
方
法　

企
画
課
に
直
接
お

持
ち
い
た
だ
く
か
、
郵
送
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

企
画

課
（
〒
５
２
２-

８
５
０
１　

元

町
４-

２
）
☎
30-

６
１
０
１
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番
、
Ｅ

メ
ー
ル　

kikaku@
m

a.city.
hikone.shiga.jp

個
人
番
号
カ
ー
ド
（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
）
休
日
開
庁

日
の
変
更

 
　 
　
　
口市
市
民
課　

シ
ス
テ
ム
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の

た
め
、
休
日
の
開
庁
日
を
変
更
し

ま
す
。

▼
開
庁
日　

５
月
29
日
㈰
午
前
８

時
30
分
〜
正
午（
22
日
㈰
は
閉
庁
）

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
☎

30-

６
１
１
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

視
覚
障
害
者
向
け

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の

資
料
を
設
置

口市
情
報
政
策
課

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
場
面
や
、

取
り
扱
い
の
注
意
点
な
ど
を
解
説

し
た
点
字
広
報
誌
、
大
活
字
広
報

誌
、
音
声
広
報
Ｃ
Ｄ
を
窓
口
に
設

置
し
ま
し
た
。

設
置
場
所　

市
民
課
、

税
務

課
、稲
枝
支
所
、各
出
張
所
、

福
祉
セ
ン
タ
ー
、

障
害
者
福

祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先　

情
報
政
策
課

☎
30-

６
１
０
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

22-

１
３
９
８
番

ご
利
用
く
だ
さ
い

証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基

カ
ー
ド
）
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
交
付
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
登
録
を
し
た
人
は
、
最

寄
り
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

（
コ
ン
ビ
ニ
）
の
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機

で
次
の
証
明
書
が
取
得
で
き
ま
す
。

▼
住
民
票
の
写
し

▼
印
鑑
登
録
証
明
書

▼
戸
籍
全
部
・
個
人
事
項
証
明
書
（
戸
籍
謄
本
・
抄
本
）

▼
戸
籍
の
附
票
の
写
し

▼
現
年
度
分
の
所
得
証
明
書
、
課
税
証
明
書

利
用
時
間　

午
前
６
時
30
分
〜
午
後
11
時(

12
月
29
日
〜
１
月
３
日
お

よ
び
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
期
間
を
除
く)

利
用
可
能
な
店
舗　

全
国
の
セ
ブ
ン
・
イ
レ
ブ
ン
、ロ
ー
ソ
ン
、サ
ー

ク
ル
Ｋ
サ
ン
ク
ス
、フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
（
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

に
未
対
応
の
コ
ピ
ー
機
が
設
置
さ
れ
て
い
る
店
舗
で
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
）

お
得
な
ポ
イ
ン
ト　

交
付
手
数
料
が
窓
口
よ
り
１
０
０
円
安
く
な

り
ま
す
。

例
：
住
民
票
の
写
し
・
印
鑑
登
録
証
明
書
は
、
そ
れ
ぞ
れ
３
０
０
円

→
２
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
で
証
明
書
を
取
得
す
る
に
は
、
住
基
カ
ー
ド
ま
た
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
交
付
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
登
録
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、
５
月
31
日
㈫
午
後
６
時
〜
同

11
時
は
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
一
時
停
止
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
☎
30-

６
１
１
１
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３

９
８
番

▲コンビニのマルチコピー機
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地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

人
口
規
模
の
最
も
多
い
団
塊
の

世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る
平
成
37

年
を
見
据
え
、
高
齢
者
が
自
宅
や

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
よ
う
に
、「
介
護
」「
医
療
」

「
予
防
」「
住
ま
い
」「
生
活
支
援
」

の
５
つ
の
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、「
地

域
の
支
え
合
い
」
が
備
わ
っ
た
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が

重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
と
し
て
、
昨
年
４
月

の
介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
よ
り
、

住
民
主
体
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
サ
ロ
ン
や
生
活
援
助
が
高
齢
者

を
支
え
る
重
要
な
役
割
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

出
番
あ
り
ま
す
　
居
場
所
も
あ
り
ま
す
　

こ
れ
か
ら
の
老
人
ク
ラ
ブ
【
最
終
回
】

進
ん
で
い
く
高
齢
化

彦
根
市
の
高
齢
化
率（
３
月
末
現

在
）
は
23
・
５
％
で
、
４
人
に
１
人

が
高
齢
者
で
す
（
グ
ラ
フ
）。
今
後

も
高
齢
化
率
は
上
昇
し
、
10
年
後

は
26
・
９
％
、
さ
ら
に
、
そ
の
15

年
後
（
平
成
52
年
）
に
は
３
人
に
１

人
が
高
齢
者
に
な
る
時
代
を
迎
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
一

人
暮
ら
し
高
齢
者
や
、
高
齢
者
の

み
世
帯
、
認
知
症
と
い
う
病
気
を

持
つ
高
齢
者
が
増
加
し
て
い
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
立
ち
上
げ
、
連
合
会
へ
の
加
入
な
ど
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
先　
彦
根
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会（
開
出
今
町　

中
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
）
☎
23-

１
５
０
６
番

問
い
合
わ
せ
先　

介
護
福
祉
課
☎
23-

９
６
６
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
８
番

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
平

成
27
年
度
か
ら
「
第
６
期
彦
根
市

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保

険
事
業
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

地
域
の
支
え
合
い
の
中
で
高
齢
者

が
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
全
て

の
高
齢
者
の
「
出
番
」
と
「
居
場

所
」
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

支
え
ら
れ
る
側
か
ら
支
え
る
側
へ

市
で
は
、
元
気
な
高
齢
者
の
皆

さ
ん
に
は
積
極
的
に「
支
え
る
側
」

の
立
場
で
、
超
高
齢
社
会
を
支
え

る
担
い
手
と
し
て
、
地
域
を
盛
り

上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

高
齢
者
同
士
の
見
守
り
や
、

ち
ょ
っ
と
し
た
生
活
支
援
と
い
っ

た
支
え
合
い
活
動
は
、
地
域
に
根

差
し
た
老
人
ク
ラ
ブ
の
役
割
が
重

要
と
な
り
、
こ
う
し
た
活
動
へ
の

老
人
ク
ラ
ブ
の
参
画
や
協
力
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動

毎
日
の
声
か
け
や
、
ご
み
出
し

の
お
手
伝
い
、
電
球
の
交
換
な
ど

も
、
高
齢
者
に
と
っ
て
は
生
活
の

大
き
な
支
援
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
何
人
か
で
集
ま
っ
て
お

茶
を
飲
ん
だ
り
、
体
操
を
し
た
り

す
る
こ
と
は
閉
じ
こ
も
り
を
防
ぎ
、

安
否
確
認
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

高
齢
者
を
支
え
る
側
の
立
場
に
な

る
こ
と
で
、
高
齢
者
が
地
域
で
安

心
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

こ
う
し
た
支
え
合
い
活
動
は
、

地
域
に
根
ざ
し
て
長
年
培
っ
て
こ

ら
れ
た
知
識
や
技
術
、
経
験
を
お

持
ち
の
人
が
集
ま
っ
た
老
人
ク
ラ

ブ
の
参
画
や
協
力
が
必
要
と
な
っ

て
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
う
し
た
老

人
ク
ラ
ブ
活
動
は
、
ご
自
身
の
健

康
づ
く
り
や
介
護
予
防
、
生
き
が

い
や
充
実
感
を
持
っ
た
生
活
に
つ

な
が
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に
参

加
い
た
だ
い
て
、
住
み
慣
れ
た
地

域
の
中
に
「
出
番
」
と
「
居
場
所
」

を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

15

20

25

30

35

平成 12 年 平成 22 年
現在

平成 28 年
平成 37 年 平成 52 年

16％

20.1％

23.5％

26.9％

32.6％
％

将来推計

彦根市の高齢化率

＋
地域の支え合い

【地域包括ケア研究会報告書（平成 25 年 3 月）より】


